
令和８年度 

萩山中学校グランドデザイン 

 学校教育目標  

「社会の一員としての自覚をもち、未来に生きる望ましい人間の育成」 
学校教育目標の達成に向けた４つの人間像 生徒に示すキーワード 

１ 自ら考え、正しく判断する人間    （到達目標） 「自ら考え、判断」 

２ 自ら学び、実践力のある人間     （到達目標） 「自ら学び、実践」 

３ 国際的視野に立ち、創造性豊かな人間 （方向目標） ※ キーワードなし。 

４ 健康で安全な生活をする人間     （到達目標） 「健康、安全」 

※ １、２が到達できれば３に向かっていくと考え、キーワードは示さない。 

 

学校教育目標の達成に向けた人間像に迫るために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の取組 

○ ２学期からの新タブレット導入によるＩＣＴの有効活用を推進する。 

○ 学校だより、学年通信、学校ホームページなどによる積極的な情報発信をする。 

○ 教職員の心身の充実を図る取組を推し進める。（共有データの整理、業務の精選） 

＜学校教育努力点の推進＞ 「学び合い 高め合い」 

～ 自他との関わり合いを大切にする生徒の育成 ～ 

○ 総合的な学習における「キャリア教育」の充実を図る。 

・ キャリアナビゲーターとの協働によりカリキュラムを作成する。 

・ 学び合い、高め合いの場面を設定する。 

○ 教科学習において学び合い、高め合いの場面を設定する。 

＜学年・学級づくりにおける自治活動＞ 

学年・学級での問題点について、生徒が考え、判断し、正していく実践をする。 

「自ら考え、判断」「自ら学び、実践」 

＜学級・授業経営と生徒理解＞ 

○ 学級・授業経営において、ゆるやかな協働性を目指す。 

・ 分からないことがあれば「分からないから教えて」「ここどう 

やるの？」と安心感をもって聞くことができる。 

・ 困っている子がいたら「どうしたの？」「こうするといいよ」 

と寄り添う。 

○ 生徒へ寄り添う指導を目指す。 

・ ＱＵの結果を活用したり、現職教育において生徒理解を図ったりする。 

・ なごや子ども応援委員会などの関係機関と連携を図る。 

＜教室以外の居場所づくり＞ 

「はぎやまひろば」の活用を、よりよいものにする。 

「健康、安全」 


